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当科 の概 要
　当科は、平成21年4月よりリウマチ血液内科か ら血
液内科 として独立 した科 とな り、診療 してお ります。
現在のスタッフは、山本聡副医長、坂井俊哉副医長、
山口圭介副医長、笠原郁美医師の4名 で、比較的若い
人員にて診療を行っております。また向井正也理事兼
リウマチ科 ・兼血液科部長にも引き続き様々な面から
サポー トを頂いてお ります。
当科 の特 徴
　当科では急性 白血病、慢性白血病、悪性 リンパ腫、多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍をはじめ とし
て、各種の貧血(再 生不良性貧血、溶血性貧血、悪性貧血な ど)、骨髄異形成症候群、血小板減少、血
友病などの各種血液疾患に対応してお ります。入院定床は30床で、 うち無菌管理可能な病床を6床 有 し
てお ります。2012年の入院患者数はのべ332名で、症例毎の疾患の内訳は非ポジキン リンパ腫44％、多
発性骨髄腫14％、急性骨髄性 白血病10％、ポジキン リンパ腫7％ 、骨髄異形性症候群5％ などとなって
お り、入院患者さんの88％が造血器悪性腫瘍の患者 さんで占められてお りました。定床超えが常態化 し
てお り、外来化学療法の数もすこしずつ増やすことに加え、クリニカルパスの適応拡大などで、在院 日
数の短縮をはかることができましたが、依然 として、ベ ッドのや りくりに苦戦 してお り、比較的高齢者
の患者さんの化学療法をどのように外来へ移行できるかも課題かと考えております。
当科 に お け る造 血 幹 細 胞 移 植 の 動 向
　造血幹細胞移植の施行症例数は、年度によってばらつきはあるもの、適応 となる患者さんには積極的
に行ってお り、2008年から2012年の5年 間で、 自家末梢血幹細胞移植27例、同種移植9例 を行い、1991
年か らの総移植数は149例にな りました。また2012年には膀帯血移植施設認定 を取得 し、血縁者や骨髄
バンクを介した非血縁者のいずれにおいても適切な ドナーがみつからない患者さんや、骨髄バンクを介
した ドナーコーディネー トを行 う時間的余裕がな く、早急な同種移植が望まれる病態の患者さんに対 し
ても、院内で膀帯血移植を施行することが可能とな り、治療の選択肢が広が りました。
造 血器 悪 性腫 瘍 の特 徴
　造血器悪性腫瘍の特徴 としては、化学療法あるいは造血幹細胞移植を駆使 して、完全寛解 さらには治
癒を指向した治療が可能である点が上げられますが、近年様々な分子標的療法薬の登場によって、必ず
しも治癒までは望めない疾患であっても、長期間わたって、疾患のコン トロールが可能に成 る患者さん
も増えてお ります。たとえば、多発性骨髄腫では、造血幹細胞移植の適応 と成 らない患者 さんの治療は、
これまで極めて限られてお りましたが、新規薬剤を上手に組み合わせて使用することにより、多発骨病
変でほぼ寝たき りで入院した患者さんが、読歩で外来治療が可能になる症例 も少な くな く、長期にわた
る継続的な治療が可能になってきていることから、患者数の増加も認めています。昨年は当院外来化学
療法室も拡充されたこともあ り、すこしずつ当科の外来化学療法も充実させていこうと考えてお ります。
最後になりますが、造血器悪性腫瘍は病変が全身に及び、また合併症も多岐にわたることから、日頃
より、診断ならびに治療のいずれにおいても、様々な部門、診療科の方々に多大なるご協力を頂いてな
りたっております。この場を借 りて心より深謝いたします。今後 ともよろしくお願いいた します。
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